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そして、先住者を意味する 「地元民」あるいは 「もとか らいる人」という言葉は、
その文脈に応 じて指す対象を変える固定 しえないものである。しか し、本稿では、
1990年代以降の移住者 と旧村落民との関係にとりわけ注 目するため、本文で断 り
なく移住者とした場合は、1990年代以降の移住者を指すことにしたい。1[章3節























201メー トル)、北は破名岳(標 高約239メー トル)を 目前にし、東は太平洋、西
は東シナ海を臨む、眺めの美しい地域である。伊原間集落は、ちょうど平久保半
島と石垣島南部をつなぐ地峡にあたるので、東西の距離が非常に短 く、居住区

























































1972:192]。伊原間地域 も、この寄百姓によって多 くの移民が流入 している。上
述の石垣島南部からの寄百姓に加え、1771年に八重山と宮古島を襲った明和の大
津波の後にも、琉球王府の政策によって大規模な移住が行われた。この時は、黒
























伊原間集落の戦後復興 も、この戦後の八重山開拓移民 とともに進め られた。
村落(シマ)的世界を再考する 79
1948年ごろか ら、宮古 島出身者 を中心 とす る自由移民 の伊原間集落へ の流入がは
じまっている。『伊原 間村誌』 に よれば、当時、宮古 島や島内か らの 開拓移住者
は41世 帯 にものぼった とい う[伊 原 間公民館(編)1993:67]。この 自由移 民
の流入 に対 し、元 来集落 に住 む人 びとも歓迎 し、永住 を希望 し一定期間住 んでい
る開拓移住者 に対 して、村落の共有地 を貸 し付 け、払 い下 げる支援 もあ った よう
である[伊 原間公民館(編)1993:66、金城1988:232]。また、1950年には
沖縄本島勝連村 か ら10世帯63名 が、群 島政府 の移民計画の もと伊 原間集落 のす
ぐそばであ る舟越 に入植 した。 まもな くしてかれ らの多 くが舟越 を離れ、残 った
2世帯9名 は伊 原間集落内に移転 し、現在 、伊原間集落の成員 となっている。
しか し、1976年1月時点で開拓移民 によって建設 された集落の多 くが崩壊 の危
機 に直面 してい ると報告 されているように[石 原 ・安仁屋1978二157]、戦後の八
重山開拓 移民 もそれ以前 の移住 と同様、開拓移住者 の定着率は低 く、多 くの困難
をともなうものであった14)。その原 因は、前述 したマ ラリアの狙獺iや台風 などの
自然条件 の悪 さに くわえ、医療 ・交通 な どに関す るインフラ設備の欠如 、開拓移
住者へ のアフ タケアの不足 による食糧 ・生活 資金不足 など、移住 を斡旋 した政府
に責任が求め られる もの も多 くあった。 また、行政の斡旋 に依 らない 自由移民は、
政府の援助 を得 られず、移住 後の暮 らしはと りわけ困窮 を極 めた ようである[金
城1988:247-248]。こうした厳 しい条件 の中、定着 した戦後八重 山開拓の移住
者た ちは、 まさに金城 が言 うよ うに、「血 と汗、そ して 開拓 の捨 て石 とな って」
戦後八重 山の発展 に寄与 したのであ り、また、かれ らもそれを 自らの誇 りと して
いる[金 城1988:8]。こう した意識 は伊 原間集落において もみ られ、先住者 と
戦後八重 山開拓の移住者 とが共 同 して戦後復興 に尽力 し、村落 を維持 して きた こ
とが村落 の歴史 と して語 られ てい る[金 城1988:73-74、231-232]。この よう
な努力 の 甲斐 あ って、 市街地 に至 る交通 も整備 され、マ ラ リアの防圧 も進 み、
1960年代 には、伊原間集落の人口は300名を超すほ どになったのである。
以上、18世紀か ら戦後 を経て現在 にいたるまでの伊 原間の歴史 を移住 に焦点 を
当てて概観 して きた。 これをふ まえると、たびか さなる移住者の流入が、伊 原間
における村落の形成 と維持 に とって非常 に重要であ った ことが明 らか になる。む
しろ、移住な しでは村 落活動 の運営す らおぼつかなかった可能性があ るといって
も過言 ではない。 同時に、 この村 落 を取 り巻 く状況 が、 日本 の中の沖縄の位置、
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さらに沖縄地域 における八重山群島の位置、とりわけ石垣島北部地域の社会的 ・














(編)1993:73-82]、現在では、その3分の2の 規模 となっている。 日本社会全
体が直面 している向都離村の傾向のなかで、伊原間集落においても村落をいかに























の主要な公共機関である小 ・中学校の維持 ・活性化 と、学校教育の充実による若
年層の村落流出食い止めを目的としている。伊原間集落では、その対策として、
1990年代後半から市営住宅の建設が行われてきた。上述の年齢にある子どもをも
つ若年層(20代～40代)の世帯を対象に入居者 を募 り、月2万 円という低家賃
で住宅を提供 している。2008年7月現在、市営住宅には該当する子どもをもつ若
































































つまり、移住者の多 くが、先住者 との個人的なや り取 りを通 じて伊原間へと流入
しているのである。さらに、居住地の近 さはその後の近所づきあいを生む。先住








の第二世代にあたる人物)の 「出身が どうだというより、(シマが)続 いていく
ことが大切。だから、オープン・ザ ・ウィンドウの精神でよそか らの人を受け入
84 村落(シマ)的世界を再考する
れるのが伊原間のや り方である」 という語 りからもわかるように、先住者たちの
柔軟な対応の背景には、現在の伊原間集落が置かれている過疎化の現状がある。
しかし、それ以上に、杉住者の受け入れを可能にしてきたと考えられるのは、11
章で概観 した、移住者の流入を促 した歴史的 ・政治的背景であろう。前述した戦



















事前練習は、夜8時 を過 ぎたころ公民館で行われた。その 日は、は じめに豊年
祭で歌われる祭祀歌の練習が行われ、その後、男性による旗頭持ちの練習が行わ
れた。旗頭持ちとは、豊年祭のシンボルである先端に大きな飾 りのついた高さ7
～8メー トルはある大 きな旗(旗 頭)を 男性が持って支えてみせる、豊年祭のみ
どころのひとつとなっているものである。練習参加者は男女合わせて30名ほどで、








































数の御嶽(オ ン)があり、そのそれぞれに祭祀を主祭する宗家(ト ゥニム ト)と
それを支える氏子集団(ヤマニンジュ)が存在する。この氏子集団への帰属方式
は、八重山群島においてもさまざまな違いがあるが、基本的には、先祖代々そこ
に暮 らす村落出身者 と血縁関係がある者、並びに村落出身者との婚姻 ・養子縁組














であ り、帰属方式 も系譜関係や婚姻関係を基調 とするものではな く、どの地区に
居住しているかによって地域的に決定する方式である。宮良は、この3つ の型に
対 し、八重山群島の文化的 ・経済的中心地に近付 くにつれて、帰属方式がA型 か



















住者の流入という社会的背景の影響によるものであると推察 しえよう。 しか し、










村誌』 に も、合祀 を推 し進めた背景 に、「字 民の数少 ない 人数 を分散 して信 仰す
るよ りも一か所合同で拝 むこ とが、字民の団結に もつながる」 という意図があっ
たことが記 されている[伊 原間公民館1993:136-137]。


































は、先住者が期待する移住 と現実の移住 との差異、また、2008年末に生 じた一部
先住者と一部移住者 との間で生 じた観光開発をめぐる意見の対立から、先住者 と
移住者双方の村落に対する意識を読み取っていくことにしよう。
1移 住政策と移住実態の齪齪

























新 しく移 り住 んで きた人のなかで も、とけ込める人 とそうでない人がい る。
で も、 こちら(先 住者)と して は、重要なのは、大人た ちが とけ込 めるかで
はな く、子 どもたちが とけ込 んで くれ るか どうかである。最近は、本土や よ
そか らの子 どもたちが増 えてい るけど、 自分たちは、そ うい う子 と自分 の子
を区別 した りはしない。 同 じように集落の子 どもとして育て る。そ うしてい
る と、その子 どもたちが、 こっちの方言 を使 って話 した りする ようになる。
そ うす ると、や った1も らった1(=村 落の子 どもになった)っ て思 う。 自
分 たちが望 んでいるのは、若い人た ちが来て子 どもを生 んで くれ ること。そ















現場において差異を生 じさせているわけではない。 しか し、子どもに対する期待
の高さと、それ以外の移住者に対する期待の低 さからは、先住者の村落の永続に











































された。同会は、伊原間牧場が 「自然豊かで、景色 も良 く、人工工作物がほとん
どない」稀有な場所であり、この 「手つかずのすばらしい景観」を守りたいとい
う思いから、「短兵急な目先の利益だけにとらわれず、市民全員で知恵を出し合っ










れたにもかかわらず署名活動 を行 うのはいたず らに住民間の対立を煽 りかねない











もとか らいる人は、伊原間 を元気 に したい という思いがある。南部 だけが
発展す るので はな くて、北部地域 や伊 原 間を もっと活性化 させたい とい う
思いがある。 しか し、最近移住 して きた人 は、伊原間は 自然 のままでなに も
ない方がいい と思 ってい る。 ここが もとか らい る人 と最 近移住 してきた人の
ギ ャ ップだろ うと思 う。今 回の観光 開発 にして も、臨時総会 を開 くなかで、
ロー ドトレインの ような大 きな開発 は総意で はない と分かった。そ して、 自
分はその意見 を尊重す るつ もりだ。 けれ ど、あれ もだめ、これ もだめ と、た
だ反対す るので はな く、 どうした らもっと伊原間に観光客が来て くれる よう
な仕組 みが作れ るのか、 どうした ら注 目 して もらえるのか もっと一緒 になっ







同様、村落成員の一員 として村落の在 り方に対 して強い関心 を持っている。つま
り、本稿で注目した観光開発をめぐる一部先住者と一部移住者 との対立は、前章
で述べた集落の先住者 と移住者との密接な関係を否定するものではなく、むしろ、












































































られる風潮があった。 しか し、移住者の流入とともに生 じるこうした変化は、む




















クな思いは、豊年祭にあこがれて移住を決意 したという移住者の語 りか らもわか
るように、移住者が村落行事に参加する動機付けともなっている。そ して、それ
が∬章で概観した伊原問集落の特徴である移住者を積極的に受け入れようとする


























































本稿 は、伊 原間集落のみ なさまの ご協力 に支 え られ、完成 させ る ことがで きた ものです。伊 原間公
民館長をは じめ とする伊原間集落のみ なさまに心 よ り感謝 の意 を申 し上 げます。
注
1)本 稿 は、高桑 史子教授(首 都大学東京)と 四篠真也 氏(首 都大学東 京)、中川麻耶氏(首 都大 学
東京)と 行 った短期調 査(2008年7月11日～7月16日)と 、後に筆者が行 った補足調査(2009年
3月12日～3月14日)に よって得 られたデー タに基づいてい る。
2)沖縄 とい う言葉 は、学術的 にも現 実的 にも一致 をみ ることのない言葉で ある。本稿で特 に沖縄 あ
るいは沖縄 地域 とい う場合 は、沖縄本島 と周辺 離島だけで はな く、宮 古群島、八重 山群 島、奄美群
島 を含んだ もの としたい。 もちろん、本文で も言 及 した ように、八重 山群島 におい て沖縄 は自 らを
指す言 葉ではない ことか らもわかる ように、沖縄 地域を均質的 な もの として一枚岩 に論 じるこ とは
で きない。 しか し、本稿 は、沖縄 とい う呼 称の政治性 を十分 に理解 しつつ も、極端 な細分化 を避 け、
政治 的 ・歴 史的な文脈 にお いて一体的 に論 じられて きた地域 を、 ひろ く沖縄 として論 を進 めてい く
ことに したい。
3)たとえば、現在、沖縄 県の内外 で組織 され ている同一村落 出身者 による集 団であ る郷友 会は、こ
う した村落 の内的一体性が 表出された もの として理解する ことがで きる[石 原1986]。
4)この数値 は、2009『統計い しが き平成20年度版』の数値 とは異な る。本稿で提示 した世帯 数およ
び人口は、伊原 間公民館発表 による ものである。
5)終戦 直後の移住者 が伊原間 出身者 としての位 置 を占めて いる例 と して、 当時の移住者 あるいは第
二世代 が、石垣 市市街地 に組織 されてい る石垣在伊 原間郷友会 と、沖縄 本島に組織 され ている在沖
伊原 間郷友会 に、伊原 間出身者 と して等 しく所 属 している ことを挙げる こともで きる。
6)日本本土出身 の婚 入女性ヤマ ト嫁 の問題 を扱 った石附 は、 日本本土か ら沖縄 への移住形態 が、戦
前 のそれが一時的 なものであったのに対 し、現在 の移住が長期 的 ・永住 的な もの になっているこ と
を指摘 している[石 附2002:69]。
7)石垣 島におい て石垣 島北部地域 を指す言葉 のひ とつ に 「裏石垣 」 とい う言 葉があ る。石垣市市 街
地 は じめ とする南部地域 を表 として、北部地域 を裏 とす るこう した言 葉か らも、 この地域が辺境 と
して位置づ けられ てきたことをうかが い知 るこ とがで きるだろ う。
8)それ以前の伊原間一帯 を知 る手がか りは少 ないが 、1651年に書 かれた 『八重山島年来記』によれば、
平 久保半 島を含む石垣 島北部地域 には、当時、73人が すむばか りであ ったとい うか ら、今の伊原間
集落があ る近辺 には、 あま り人が住 んでいなかった と推 察で きる。
9)伊原間村建の歴 史について は、 その詳細 にお いて諸説あ る。 本稿で は、 と くに、石垣市伊原 間公
民館(編)1993『伊 原間村誌』 と、村松順一1994『石垣 市 史巡見vol.2村む ら探 訪一 伊原 間の歴
史 ・史跡 ・地名 ・生活』、1999「石垣 島伊原間域内にみ る集落の移動」国立歴 史民俗博物館(編)『村
100 村落(シマ)的世界を再考する
が語る沖縄 の歴史』 を参考 に した。 伊原間公民館(編)に よれ ば、現 在の伊原間集落 は、1937年に
内野 村 と舟越村 との合 併に よって形成 された とい う[伊 原 間公民館(編)1993:18]。それ に対 し、
松村 は、両集落 が合 併 した とい う理解 の仕方 は誤 りであ り、19世紀後半 まで両集落が併存 していた
ことを指摘 してい る。そ して、行 政区域であ る伊原 間地域の中心が、 内野村 か ら舟越村へ と移るに
合わせ、「伊 原間村 」 とい う名称が内野村か ら舟越村 に代 わっていったことを推測 している 〔松 村
1994:23-27]。なるほ ど村松の解釈 に従えば、伊原 間公民 館(編)が1768年の 『八重 山嶋規模 帳』
の史料 に基づ いて記述 した 「1737年に内野村か ら舟越へ敷替 して合併 したに もかかわ らず 、残留組
として 内野村 に居残 り村 を支 えていたよ うであ る」 とい うい ささか唐突 な補足 に も納得が い く。 し
か しなが ら、松村 のい うところ 「二つ の村(集 落)は ず っ と併 存 してい る」 とい う記述に も注釈が
必要 であろ う[松 村!999:138]。とい うの も、松村 の歴 史 資料 に依拠 した分析 は、あ くまで も、
ふたつの独立 した集落が 存在 し続 けたとい うニ ュアンスをおびてい るか らであ る。た とえば、伊原
間集落の最 も重 要な聖地であるハ ンダキオ ンが1961年まで内野村にあった とされる場所にあ り、移
設された今 日において も人 びとによって篤 く信仰 されてい ることをふ まえれば、19世紀 後半 まで内
野村 と舟越 村が存在 し続 けた として も、 その間の両集落 にお ける人やモ ノの移動 、また、宗 教的儀
礼 をは じめ とする諸 々の文化 的要素の トランザ クシ ョンがあ ったことは想像に難 くない。本稿 の よ
うに、現在 の伊 原間集落の な りたち とい う観点か ら歴 史を見る とす れば、歴 史資料に依拠 した集 落
の有無のみ ならず、か ような民俗学 的要素 に も目を配 りなが ら両集落 を把握する必要があ るだ ろう。
そのため、本稿では、伊原間集落の もとになった集落 と して内野村 と舟越村 の両者 を記述 した。
10)寄百姓 を送 り出す村 にお いて人員 を選定す る ときは、役 人は 目をつぶ って部 落の道路 を境界線 と
して定めた とい う。 これは 「道切 り」 と呼ばれ、人び とか ら非常 に恐れ られた と伝 えられてい る[牧
野1972:191〕。
11)1893年(明治26年)に石垣 島を訪 れた青森 県出身の探検 家、笹森儀助の著 した『南嶋探験 』によれば、
当時の伊 原間は、わず か13世帯、51人が暮 らすばか りであ ったとい う[笹 森1983:24-26]。
12)1952年末 まで に17万人以上 の引揚者が あった。そ の大 部分は南洋 群島 とフ ィリピンへ移住 して
い た人 びとと、 出稼 ぎや疎 開で 日本本土へ行 っていた人び とである[石 原 ・安仁屋1978:164]。
13)琉球政府発足以前(1952年)の沖縄地域 は、奄美・沖縄 ・宮 古 ・八重 山の4群島で分割統治 されて いた。
14)!974年1月現在で、戦後 の八重 山開拓移住 の定着率 は、戸数に して53.1%、人口に して51.9%だっ
た ようである[石 原 ・安仁屋1978:157]。
15)移住者 を集落の責任 ある位 置に任用す るとい う移住者 の受容 方法は、伊原 間集落の隣接集落 であ
る明石集落で も行われている とい う[山 本2007]。
t6)来夏世 とは、これか ら来 る夏 のたびにすべての こ とが安寧(豊 作 ・無 病息災 など)で ある ように
とい う意味合 いの沖縄語 である。
17)伊原間牧場 の所有主であ る農事組合法 人A組 合 ・農業生産法人B社 に関す る詳細は、現在調査中
で あ り、詳 細は別稿で執筆す るこ ととした い。 ただ し、筆者の聞 き取 り調査で得 られた情報 に よれ
ば、A組 合が伊原間牧場 を管理 していた当時 、組 合員は、石垣島南 部地区に住む人 びとを中心 とし
て構成 されてお り、伊原 間集落在住の組合 員はわずか1割 程 度であ った とい う。また、B社 も伊 原
間集落や明石 集落の住民が関 わる組織 では な く、石垣市南 部地区の企業 である とい う。 こう した状
況 をふ まえる と、当初か ら、牧場の管理 ・使用に関 して、伊原間集落 はほとんど関わ りを持 たなかっ
た ことが推察で きよう。 そのため、今回のB社 と両 集落 との交渉 は、集落 が地域 活性 化 を目的 と し
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て企業 に協力 を要請す るかたちです すめ られた と考え られる。
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